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第1 6回通常総会開催
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第16回 釧路丹頂農業協同組合通常総会

　
５
月
18
日（
水
）、
鶴
居
村
総
合
セ

ン
タ
ー
で
、
第
16
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
総
会
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

指
の
消
毒
、
受
付
時
の
体
温
測
定
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
最
大
限
配
慮
し
た
上
で
、

3
年
ぶ
り
の
実
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
綱
領
を
出
席
者
全
員
で
斉
唱

し
、
武
藤
組
合
長
よ
り
開
会
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
来
賓
を
代
表
し
、
釧
路

市
副
市
長 

秋
里 

喜
久
治
様
、
Ｊ
Ａ

北
海
道
中
央
会
根
釧
支
所
長 

片
田 

英
隆
様
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
議
長
に
鶴
居
地
区
・
菱

沼 

和
也
氏
、
副
議
長
に
音
別
地
区
・

佐
藤 

一
哉
氏
が
指
名
さ
れ
、
正
組

合
員
総
数
３
３
１
名
に
対
し
、
出
席

組
合
員
数
２
７
７
名
（
本
人
出
席
41

名
、
代
理
人
出
席
5
名
、
書
面
議
決

２
３
１
名
）
に
よ
り
本
総
会
は
成
立

し
た
事
が
菱
沼
議
長
よ
り
告
げ
ら

れ
、
議
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
報
告
、
議
案
第
1
号
か
ら
議

案
第
9
号
迄
、
及
び
報
告
事
項
に
つ

い
て
順
次
上
程
さ
れ
、
提
案
事
項
は

全
件
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
員
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
の

ご
支
援
な
ど
に
対
し
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
当
Ｊ

Ａ
事
業
運
営
に
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
出
席
さ
れ
た
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
農
作
業
の
始
ま
る
お

忙
し
い
時
期
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
中
、
ご
出

席
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

中央会根釧支所長
片田　英隆　様

釧路市副市長
秋里　喜久治　様

菱沼議長（左）と佐藤副議長（右）

閉会挨拶
千葉専務

議案説明
坂本参事

監査報告
齊藤代表監事
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第
16
回
通
常
総
会
開
会
に
あ
た
り
、
一
言

御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、

昨
年
一
昨
年
と
書
面
議
決
権
行
使
を
推
奨
し

な
が
ら
の
開
催
で
し
た
。
今
年
も
油
断
は
出

来
な
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
拡

大
防
止
対
策
を
と
り
な
が
ら
の
実
開
催
と
な

り
ま
し
た
事
を
御
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
度
も
相
次
い
で
発
出
さ
れ
た
緊

急
事
態
宣
言
や
蔓
延
防
止
措
置
に
よ
り
、
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
あ
る
い
は
縮
小
と

な
り
、
社
会
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
支

障
を
与
え
ま
し
た
。
結
果
、
生
乳
需
給
の
大

幅
な
緩
和
を
招
き
、
学
校
給
食
休
止
期
間
等

の
不
需
要
期
で
の
処
理
不
可
能
乳
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
回
避
す
べ
く
、

生
産
者
の
拠
出
金
等
を
財
源
に
輸
入
品
か
ら

国
産
品
へ
の
置
き
換
え
に
よ
る「
出
口
対
策
」

を
実
施
し
た
他
、
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
は
令

和
３
年
度
生
乳
生
産
抑
制
緊
急
対
策
事
業
に

よ
る
廃
用
牛
の
早
期
出
荷
に
対
し
助
成
措
置

を
講
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
職
員
に
よ
る
消

費
拡
大
運
動
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
更
に

釧
路
市
・
白
糠
町
・
鶴
居
村
の
３
行
政
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
牛
乳
消
費
拡
大
対
策
を
推

進
し
て
頂
き
ま
し
た
。
併
せ
て
乳
業
者
・
消

費
者
の
格
別
の
御
理
解
・
御
協
力
を
頂
い
た

結
果
、
年
末
年
始
の
最
大
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
下
で
あ
り
ま
し
た
が
、
当

Ｊ
Ａ
と
致
し
ま
し
て
は
、
更
な
る
経
営
基
盤

強
化
に
向
け
取
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
信
用

事
業
に
お
い
て
、
２
店
舗
を
効
率
化
店
舗
へ

と
移
行
し
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
長
期
化
に
よ

る
収
支
悪
化
を
見
据
え
た
対
応
を
し
て
お
り

ま
す
。Ａ
マ
ー
ト
化
し
た
生
活
店
舗
事
業
は
、

売
上
高
・
利
益
率
の
向
上
へ
成
果
が
現
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
音
白
地
区
の
ヘ
ル
パ
ー
・

乳
検
組
合
は
、
事
務
局
を
合
同
化
し
、
事
務

の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。
更
に
自
然
災
害

時
の
断
水
給
水
制
限
へ
の
対
応
と
し
て
貯
水

用
タ
ン
ク
等
導
入
設
置
事
業
を
講
じ
、
リ
ス

ク
管
理
へ
の
対
応
を
図
り
ま
し
た
。
同
事
業

へ
は
鶴
居
村
か
ら
も
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。

新
規
就
農
受
け
入
れ
対
策
で
は
、
令
和
３
年

度
に
白
糠
地
区
で
１
組
の
研
修
が
始
ま
り
、

令
和
４
年
度
に
は
幌
呂
地
区
に
て
１
組
の
研

修
を
ス
タ
ー
ト
す
る
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
同
様
の
対
策
と
し
て
、
草
地
更

新
へ
の
助
成
、
牛
舎
等
飼
養
管
理
施
設
へ
の

投
資
支
援
、
搾
乳
シ
ス
テ
ム
改
善
へ
の
支
援

等
の
諸
対
策
の
結
果
、
生
乳
生
産
に
お
い
て

は
、
中
期
計
画
の
最
終
目
標
の
11
万
ト
ン
ま

で
あ
と
少
し
と
い
う
10
万
９
千
３
９
４
ト
ン

と
な
り
、
農
家
経
済
も
ク
ミ
カ
ン
収
支
で
は

前
年
よ
り
９
千
万
円
程
の
好
転
と
な
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
収
支
は
、
事
業
利
益
６
千
２
百
万

円
と
な
り
、
税
引
後
当
期
剰
余
金
に
つ
い
て

は
、
９
千
５
百
万
円
を
計
上
し
、
剰
余
金
処

分
に
よ
り
所
要
の
準
備
金
・
積
立
金
に
よ
る

内
部
留
保
の
他
、
特
別
配
当
金
に
よ
る
組
合

員
還
元
を
措
置
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
釧
路
丹

頂
農
協
と
し
て
大
き
く
事
業
を
進
め
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
令
和
４
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
・
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
・
生
乳
受
給
の
緩

和
に
よ
る
生
乳
生
産
抑
制
等
、
先
が
見
通
せ

な
い
環
境
下
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
円
安
の

進
行
等
に
よ
る
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、

組
合
員
経
済
も
厳
し
い
状
況
に
な
る
事
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
経
営

を
一
か
ら
見
直
し
、無
理
無
駄
が
無
い
か
等
、

経
営
の
総
点
検
を
す
る
一
年
に
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
当
然
Ｊ
Ａ
と
致
し
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

参
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
生
乳
生
産
抑
制

緊
急
対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
組
合
員
の
皆
様

の
御
理
解
を
頂
き
、
全
道
に
先
掛
け
対
策
を

講
じ
ま
し
た
。
大
変
苦
し
い
一
年
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
経
営
基
盤
を
棄
損
さ
せ
る

事
無
く
凌
ぐ
一
年
と
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

　
信
用
事
業
に
つ
い
て
は
改
正
早
期
警
戒
制

度
へ
対
応
す
る
為
に
も
、
金
融
窓
口
の
有
り

方
も
具
体
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
幌
呂
育
成
牧
場
建
設
に
つ
き
ま
し
て

も
、
資
材
の
高
騰
に
よ
る
建
築
費
の
増
嵩
か

ら
一
時
凍
結
の
判
断
を
致
し
ま
し
た
が
、
組

合
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
な
施

設
で
す
の
で
、
何
と
し
て
も
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
事
で
恐
縮
で
あ
り
ま
す
が
、
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
今
期
を
持
ち
ま
し
て
退

任
と
さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
組
合
員
、
職
員
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
は

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
新
執
行
体

制
へ
も
こ
れ
ま
で
同
様
の
御
理
解
・
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
一
日

も
早
く
終
息
し
、
日
常
生
活
が
戻
り
ま
す
事

を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
釧
路
丹
頂
農
協

が
、
更
に
前
進
で
き
ま
す
事
を
祈
念
し
ま
す

と
と
も
に
御
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ

り
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
開
会
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

第
16
回 

通
常
総
会
挨
拶

（
要
旨
）

代表理事組合長
武　藤　清　隆
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新  役  員  の  紹  介

新 役 員 就 任 にあたっての 抱 負

上段：塩越 克哉、松井 俊治、折笠 文則、成田 純哉、石動 稔、寺下 信夫
下段：對木 範誉、大坂 博文、千葉 喜好、瀧澤 義一、五十嵐政敏、丹羽 満、齊藤 和弘

瀧澤会長

　第16回通常総会後の臨時理事会におきまして、会長理事として再任されました。
　長きにわたる農協・連合会役員としての経験を踏まえ新組合長・専務の農協運営を
全力で支援し、非常に厳しい状況にある釧路丹頂農協の健全化に向け対応して参ります。
　組合員の皆様を取り巻く情勢は混沌としておりますが、必ず安定向上の時が来ると
信じて努力されますようお願い致します。

千葉組合長

　第16回通常総会後の臨時理事会にて代表理事組合長に選任頂き重責を担う事になり
ました。
　五十年の酪農人生の中で大きく変化した酪農、農業環境を見た時、私達の仕事は現
実をしっかり受け止め次の世代のため、今農協が取組む優先順は何かを考え五年後、
十年後の釧路丹頂農協次世代のため頑張るつもりです。
　組合員、役職員の皆様の御協力をお願い致します。

五十嵐専務

　過日開催された臨時理事会におきまして代表理事専務に選任され、その責任の重さ
に身が引き締まる思いです。
　生産組合員が減少する中、農協運営や酪農情勢は年々厳しくなっております。
　組合員農家の所得向上や労働力不足などの改善、農協の発展に尽力したいと思います。
　これからも釧路丹頂農協の組合員、役職員の皆様のご指導ご協力をお願い致します。

3



折笠理事

　この度、再度理事として選任をいただき、改めて責任の重さを痛感しております。
　長引くコロナ禍に加えて、終息しないロシアとウクライナ戦争。乳製品の在庫過剰
や生産資材の高騰で、私達を取り巻く環境は日に日に悪くなっています。組合員の継
続可能な経営のために、また農協の継続可能な運営のために、役職員が一体となって、
多くの課題を解決していけるよう、しっかり取り組んで参ります。
　組合員の皆様の更なるご指導、ご協力をお願い申し上げます。

塩越理事

　この度、幌呂地区から推薦して頂き、農協役員という重責を担う事となりました。
　私はこの様な襟を正さねばならない立場に相応しい者だと思っておりません。
　昨今の酪農界が直面しております厳しい情勢の中、農協運営の一役を担う事には緊
張を覚えています。
　しかしながら、推薦頂いた以上は組合員の皆様の希望を届けられるように努力致し
ますと同時に職員の方々の支えになれるよう心掛け致します。
　至らない点は何卒ご指導くださいますようお願い致します。
　この機会に、改めてＪＡ綱領を見つめ直しています。
　私は原点から農協の姿を考えてみたいと思っています。

松井理事

　第16回通常総会終了後の臨時理事会にて９年ぶりに理事に選任されました。
私は、鶴居村議会議員を務めておりますので、組合員目線の意見の他にも、行政目線
の意見もさせて頂き、農協運営に協力していきたいと思っておりますので、皆様のご
指導、ご協力を宜しくお願い致します。

對木理事

　この度、再度理事の推薦を受け、身の引き締まる思いです。ここ数年のコロナ禍に
より乳製品の需要の落ち込み、更にはロシアのウクライナへの軍事侵攻により、飼料、
肥料、燃油、資材等全てが大幅な値上げとなり、釧路丹頂農協の主幹産業である酪農、
畜産業にとって非常に厳しい状況となって参りました。
　そんな中、中期計画の課題等も含め組合員の皆様のために農協として何をすべきか
提案、決定してスピード感をもって実行していかなければと考えます。今後共、皆様
のご指導、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

大坂理事

　昨今の酪農経済は生乳生産抑制と個体販売の下落による収入減、そして酪農資材、
飼料、肥料等の高騰により近年にない大変厳しい状況の中で、理事の推薦を頂き責任
の重さを痛感しております。
　組合員の少子高齢化による担い手、労働力不足等課題は山積みしており、地域の営
農支援組織の充実・強化は不可欠と思います。微力ではありますが、組合員の所得向
上と経営の安定につながる様に尽力したいと思います。
　又、農協を取り巻く環境が変化し一段と難しい時代になってきておりますので、役
職員一丸となり取組みたいと思っております。組合員の皆様の更なるご指導、ご協力
よろしくお願い申し上げます。

成田理事

　農協役員就任にあたり、一言ご挨拶申し上げます。今年は、かつて経験のない世界恐慌
に類似するとも言える状況で、酪農を含め、もっとも厳しい経済状況であり、釧路丹頂農協
とその組合員存続にかかわる問題でもあると考えます。
　理事者の責務として組合員を守り、心豊かな生活を作り上げなければなりません。
　生乳生産抑制や、資材高騰、個体販売の下落等、八方塞がりの中、開拓者がそうであっ
たように協同という基本に立ち返り、組合に皆が力を結集しなければなりません。
　この３年は、後継の若者達の未来を切り開く新たな活動をしていく所存であります。
　組合員の皆様の更なるご指導、ご協力の程宜しくお願い致します。

丹羽信用担当理事

　この度、第16回通常総会にて理事に選任され、その後の臨時理事会にて信用担当理
事に就任いたしました。
　農協を取り巻く環境が厳しさを増す中の就任に大変身が引き締まる思いでございます。
　特に信用事業においては、令和３年６月に閣議決定された規制改革実施計画及び農
協の「早期警戒制度」への対応が求められております。持続可能な収益性・将来にわ
たる健全性の見通しについて見極めなければなりません。
　農協の更なる発展に、微力ではございますが決意を新たに業務に邁進いたす所存で
ございますので、今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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齊藤代表監事

　この度、監事２期目のご推薦を頂き総会後の臨時監事会において代表監事に就任を
しました。改めて代表監事としての重責に身の引き締まる思いです。
　いま世界情勢が非常に不安定のなか、組合員や地域の方々に置かれましては将来に
対し大きな不安を抱いていることと思います。このような時こそ協同組合としての原
点である相互扶助の精神に立ち返り、一丸となってこの難局を乗り越えていきましょう。
　私も監事として組合員、地域の拠り所となるJAを目指し、尽くして参りたいと思い
ますのでよろしくお願いいたします。

石動常勤監事

　通常総会終了後の臨時監事会におきまして、引き続き常勤監事に選任され２期目を
迎えることとなりました。
　監事は独任制ですが職務を遂行するに当たり、「みのり監査法人」および「内部監査員」
並びに「監査室」と連携し情報を共有し、内部統制の有効性を検証しリスク評価に基
づき監査を実施して参ります。
　ＪＡ役員の一員として情勢不安の中、農業・農協を取り巻く環境は依然厳しい状況
下にありますが、組合員・役職員の組織力によって難局を打破するために、共に力を
合わせて当ＪＡの発展に寄与する考えでおりますので、よろしくお願い申し上げます。

寺下員外監事

　員外監事として３期目を迎える事となり、改めて責任の重さを感じております。今、
世界は異常気象や戦争などで食糧問題が大きく取り上げられており、そのような状況
の中で、農協の果たす役割が非常に重要になって来ていると思います。今後、更に釧
路丹頂農協が組合員はもとより、地域社会に求められる組織であるように、監事とし
て責務を果たして行きたいと考えております。組合員や役職員の皆様には今後ともご
指導の程宜しくお願い致します。

退 任 役 員 へ 花 束を贈 呈
　
第
16
回
通
常
総
会
議
事
終
了
後
、
改
選
に
よ
り
役
員
を
退
任
さ
れ
た
３
名
の

方
々
に
、
長
き
に
わ
た
り
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
事
に
感
謝
の

意
を
表
し
、
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
・
前
代
表
理
事
組
合
長　
　
武
　
藤
　
清
　
隆　
氏

　
・
前
常
務
理
事　
　
白
　
木
　
良
　
雄　
氏

　
・
前

理

事　
　
藤
　
澤
　
常
　
行　
氏

　
退
任
さ
れ
た
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し

ま
す
。
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５
月
10
日
、
鶴
居
事
務
所
で
第

17
回
釧
路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興
会

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
對
木 

隆
司

会
長
は
、「
昨
年
か
ら
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
様
々
な
活
動
に
制
限
が
か
か

り
酪
農
祭
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
年
末
に
は
交
流
会
や
研
修
会

を
開
催
す
る
事
も
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、生
乳
生
産
抑
制
や
飼
料
、

資
材
等
の
価
格
高
騰
等
、
酪
農
情

勢
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、
酪
農
振
興
会
と
し
て
も
皆
様

と
協
力
し
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
鶴
居
支
部
の
伊
藤 

和
宏
さ
ん
が
務
め
、
令
和
３
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令

和
4
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支

予
算
案
の
他
、
全
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
役
員
選
任
で
は
、
白
糠
支
部
の

對
木 

隆
司
さ
ん
が
会
長
に
再
任

さ
れ
、
新
体
制
は
上
記
の
通
り
決

定
し
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
５
月
９
日
、
幌
呂
事
務
所

で
第
10
回
釧
路
丹
頂
和
牛
改

良
組
合
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
菊
地 

和
広
組
合
長
は
、「
様
々
な

社
会
情
勢
の
影
響
で
、
飼
料

作
物
や
石
油
製
品
の
価
格
が

高
騰
し
、
更
に
生
乳
生
産
抑

制
も
あ
り
、
非
常
に
厳
し
い

情
勢
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

来
年
に
は
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
が
北
海
道
で
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
共
進
会
に
向
け
改

良
に
励
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。」と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
、
菊
地
組
合
長
が

務
め
、
令
和
３
年
度
事
業
・

収
支
決
算
報
告
、
令
和
４
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

案
の
他
、
全
議
案
が
承
認
さ

れ
総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ク
ス
北
海
道
道
東
事
業

所 

間
木
野 

尚
司
所
長
を
迎

え
て
和
牛
改
良
に
つ
い
て
の

研
修
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

釧路丹頂農協酪農振興会 第17回通常総会開催

釧路丹頂和牛改良組合 第10回通常総会開催

酪農振興会新役員
会　長 對　木　隆　司 白　糠
副会長 藤　澤　　　誠 幌　呂

理　事

伊　藤　和　宏 鶴　居
東　　　善　章 幌　呂
佐　藤　一　哉 音　別
瀬　戸　賢　成 音　別
千　葉　喜　好 鶴　居

監　事
菱　沼　和　也 鶴　居
松　田　浩　二 白　糠

上段左より瀬戸理事、東理事、伊藤理事、松田監事、菱沼監事

下段左より千葉理事、對木会長、藤澤副会長

菊地組合長 間木野所長
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５
月
７
日
、
釧
路
市
大
楽
毛
・
釧
路

農
協
連
共
進
会
場
で
第
42
回
釧
路
Ｂ
＆

Ｗ
シ
ョ
ウ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
予
防
に
最
大
限
配
慮
し
た
上
で
３

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
管
内
の
６
Ｊ
Ａ
よ
り
53
頭
の
出
品
牛

が
集
ま
り
、
審
査
員
に
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
農
業
協
同
組
合
審
査
部
企
画
課

長
の
長
濱 
愛
氏
、
デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン

セ
ス
に
釧
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
喜
多
村 

美
花
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
出
品
牛
は
各
部
門
で
健
闘

を
見
せ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
手
が
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者

は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
５
月
27
日
、
鶴
居
事
務
所

で
令
和
４
年
度
新
規
就
農
者

（
後
継
者
）
へ
の
激
励
状
の

贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
激
励
状
の
贈
呈
は
、

令
和
３
年
１
月
か
ら
令
和
４

年
３
月
ま
で
に
就
農
し
た
新

規
就
農
者
や
後
継
者
等
を
対

象
と
し
て
お
り
、
北
海
道
の

農
業
・
農
村
を
担
う
一
員
と

し
て
、
英
知
と
努
力
を
も
っ

て
農
業
に
意
欲
的
に
取
組
む

こ
と
を
期
待
し
、
Ｊ
Ａ
北
海

道
グ
ル
ー
プ
が
激
励
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
今
年
度
は
、
白
糠
地
区
㈱

Ｍ
＆
Ｓ
の
澁
谷 

俊
樹
さ
ん

に
、
千
葉
組
合
長
よ
り
激
励

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
澁
谷

さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

第42回 釧路B＆Wショウ開催

令和4年度　新規就農者へ激励状を贈呈!!

審査員
長濱 愛 氏

部 結果 名　　　　　　号 出品者 地区
１部 ２位 フオグランド ポータル エクシード 五十嵐大地 西部
３部 １位 ウツズスター エンペラー サイドキツク レオ 林　　稔幸 西部
５部 １位 ウツズスター ジユデイー シヤイニー タラ ET 林　　稔幸 西部

８部 ３位 ウイズタム タトウー アフター チツプ （農）清和農場 鶴居
４位 ヘイチヤン スターブライト G ドラゴン （合）伊深ファーム 西部

９部 ４位 ウツズスター ジユデイー ドリー タラ 林　　稔幸 西部
10部 １位 フオグランド ポータル キュートマン 五十嵐大地 西部

11部

１位 IF マツカ ビユーテイ ハーゲン ET 増田　一真 鶴居
２位 TKS モーグル ダヨ 清水　武志 鶴居
３位 BS リラ ブロー エリーゼ ET （株）大坂ファーム 西部
４位 BS アーマナ ドアーズ ET （株）大坂ファーム 西部

12部 ２位 アワープライド ドアマン スカーレツト ET （株）植田牧場 鶴居
５位 リコライス アクミー ゲイン 松田　浩二 西部

13部 ２位 BS ファンシー サンチエス ドライブ （株）大坂ファーム 西部
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　青年部鶴居支部が６月に入ってから様々な活動を行っております。
　３日に鶴居中学校の生徒を対象に増田農場で酪農体験学習を、７日に幌呂地区の㈱植田牧場へ視察研修を、
そして１日と８日の２日間Aコープつるい店前で牛乳の無料配布を実施しましたのでご紹介いたします。

青年部鶴居支部の活動紹介!!

酪農体験学習（６月３日）

視察研修（６月７日）

牛乳無料配布（６月１日・８日）
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　新年度になり、酪農業界は大変厳しい１年を迎えることになります。配合飼料価格は過去最高
値を更新し、さらに燃料や生産資材も高騰して生産費は増大し続けています。一方、コロナ禍で
学乳など飲用牛乳や業務用乳製品の需要は引き続き低調で推移し、脱脂粉乳の在庫は３月末に史
上初めて10万トンの大台を突破し、今年度は生産抑制が行われることとなります。ただ、過去
の歴史を振り返ってみても、需給動向は緩和・逼迫の波を繰り返します。アフターコロナにおけ
る乳製品需要の回復を見据え、ピンチである今この時期に足腰の強い経営基盤を整え、ともにこ
の難局を乗り切りましょう。そこで構築した体制は、必ずや酪農業界がさらに発展する力になり
ます。

　今、生産現場でできること、それは【生産におけるロス（ムダ）を減らすこと】に尽きます。こ
の生産のロスは、目に見えやすいものと目に見えにくいものがあります。例えば乳房炎や牛の事
故は目に見えやすいロスです。この点は多くの方が指摘されていますので今回は割愛します。目
に見えにくいロスとしては、牛群の生産効率の悪化や費用対効果が低い資材の使用などが挙げら
れます。これら目に見えにくいロスを減らす管理方法として、「PDCAマネジメント」があります。
　「PDCAマネジメント」とは、計画を立てて（Plan）、実行し（Do）、その結果を評価して

（Check）、さらに改善につなげる（Action）手法です。当社では数年前よりこの管理法の牧場で
の導入・普及を支援してきました。

　取り組み事例をご紹介します。取り組み牧場は経産牛頭数が500頭を超える大規模経営体です
が、与えたエサに対して乳量が低い牛や慢性乳房炎で出荷できていない牛が相当数いることが分
かりました。また、効果が重複している添加剤の使用や、資材の在庫管理が不十分で、ムダな資
材を購入していることも判明しました。これらの牛や資材を整理して適切に管理することで、出
荷乳量は下がったものの乳飼比（乳代に占める飼料代の割合）が2.6%改善し、クミカン収支は前
年比117%の黒字となりました。またその翌年度には取り組み開始年度より少ない経産牛頭数で、
その時を上回る出荷乳量を達成しています。
　もうひとつ牛の生産効率を改善する取り組みとして、哺育管理
の改善があります。右の写真は子牛のルーメンを切り開いて広げ
たものです（出典；ペンシルバニア州立大学）。ここで見える“ヒ
ダヒダ”は、牛が栄養を吸収するための絨毛と呼ばれるものです
が、スターターを給与した子牛でしか発達が見られません。これ
は牛が同じ量のエサを食べたときの栄養の吸収効率、言い換えれば、同じ配合飼料の給与量でい
かに効率的に発育・産乳できるかが、哺育期の管理方法で変わることを意味します。

　以上は取り組み例の一部ですが、何をどのように取り組めば効果的であるかは個々の牧場に
よって異なります。ポイントは牧場の目標や実態に合わせて計画を立てることと、必ず効果検証
を行うことです。

情報提供：よつ葉乳業㈱ 酪農部 技術支援担当

農業経済４KプロジェクトよりJAくしろ丹頂

生産者向け情報『ピンチをチャンスに変える体制づくりを』
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

農
作
業
死
亡
事
故
件
数
は
近
年
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
農
業
者
10
万
人

あ
た
り
の
死
亡
事
故
件
数
は
１
６
．
７

件
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
畜
産
現

場
に
お
け
る
死
亡
事
故
件
数
は
年
間
１

～
４
件
と
少
な
い
も
の
の
、
家
畜
に
よ

る
負
傷
事
故
は
北
海
道
で
も
年
間
７
０

０
件
前
後
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
80
％
以
上
が
牛
が
関
わ
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ　

牛
が
関
わ
る
事
故
の
概
要

  

繋
留
式
牛
舎
で
は
搾
乳
時
、
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
・
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
や
肉

牛
肥
育
で
は
牛
の
移
動
時
に
多
発
し
て

い
て
、「
蹴
ら
れ
た
り
」「
踏
ま
れ
た
り
」

「
頭
突
か
れ
た
り
」「
柵
と
の
間
に
挟
ま

れ
た
り
」
し
て
、
骨
折
や
靱
帯
断
裂
に

よ
り
数
ヶ
月
の
入
院
を
要
す
る
事
例
も

あ
り
ま
す
。

Ⅱ　

牛
の
特
性

○
温
厚
で
扱
い
や
す
い
習
性

○
我
慢
強
く
感
情
を
表
に
出
さ
な
い

○
日
常
と
違
う
環
境
や
状
態
に
不
安　

を
感
じ
る

○
好
奇
心
旺
盛

○
臆
病
で
警
戒
心
が
強
い

○
集
団
行
動
を
好
む

Ⅲ　

牛
の
特
徴

○ 
牛
は
音
に
敏
感
で
、
特
に
か
ん
高
い

音
（
声
）
に
反
応
し
ま
す
。
音
だ
け

で
は
な
く
、
日
常
と
違
う
気
配
を
感

じ
た
と
き
や
慣
れ
な
い
環
境
に
置
か

れ
た
と
き
は
、
耳
を
立
て
て
動
か
す

行
動
を
と
り
ま
す
。

○ 

牛
の
視
野
は
３
１
０
度
あ
り
、
両
座

骨
端
か
ら
後
ろ
の
50
度
は
死
角
に
な

り
ま
す
。
死
角
の
位
置
か
ら
急
に
近

づ
く
と
牛
は
驚
き
、
急
に
足
を
上
げ

た
り
転
倒
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○ 

牛
の
体
の
中
で
そ
の
時
の
感
情
（
状

況
）
を
表
現
し
て
い
る
部
位
が
尾
で

す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
は
尾

は
ダ
ラ
ン
と
垂
れ
た
状
態
で
す
。
驚

い
た
り
、
寒
さ
を
感
じ
た
り
、
体
調

が
悪
い
と
き
は
尾
を
牛
体
に
巻
き
付

け
る
仕
草
を
見
せ
ま
す
。
相
手
に
対

す
る
威
嚇
や
興
奮
状
態
（
発
情
中
も

含
む
）
で
は
尾
に
力
が
入
り
跳
ね
上

げ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
尾

は
死
角
の
セ
ン
サ
ー
の
役
割
と
同
時

に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
表
現
を

し
て
い
て
、
ハ
エ
の
ス
ト
レ
ス
、
飼

槽
に
餌
が
な
い
、
普
段
給
餌
・
搾
乳

さ
れ
る
時
間
に
さ
れ
な
い
（
日
常
の

生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
た
と
き
）、
牛

舎
環
境
の
悪
化
・
暑
熱
、
警
戒
し
て

い
る
人
が
近
づ
い
て
き
た
と
き
は
、

尾
を
振
っ
て
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
表
現
し
ま
す
。

Ⅳ　

牛
が
警
戒
す
る
人
間
の
行
動

○ 

牛
舎
内
や
牛
の
側
で
急
に
大
き
な
音

（
声
）
を
た
て
る
（
出
す
）。

○ 

牛
の
追
い
込
み
や
移
動
の
時
は
、
手

や
体
を
素
早
く
動
か
し
た
り
、
走
っ

て
追
い
か
け
る
。

○ 

牛
の
死
角
と
な
る
場
所
か
ら
近
づ
く
。

○ 

い
き
な
り
近
づ
き
牛
の
後
肢
側
方
に

立
つ
。

○ 
叩
い
た
り
、
蹴
っ
た
り
、
牛
に
対
し

て
痛
み
を
与
え
る
。

○ 

そ
れ
ま
で
未
経
験
の
環
境
（
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
・
フ
リ
ー
バ
ー
ン
→
繋
留
、

搾
乳
、
飲
水
器
具
、
カ
ウ
ト
レ
ー

ナ
ー
）
へ
の
馴
致
な
し
で
の
環
境
変

化
。

Ⅴ　

牛
に
対
す
る
接
し
方

  

牛
は
臆
病
な
動
物
で
す
。
そ
ん
な
牛

と
接
す
る
人
間
側
が
意
識
し
て
行
動
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
牛
と
接
し
て

い
く
上
で
人
間
側
が
守
っ
て
い
く
べ
き

項
目
は
次
の
通
り
で
す
。

○
か
ん
高
い
大
き
な
音
を
立
て
な
い

○
牛
に
痛
み
を
与
え
な
い

○
死
角
か
ら
静
か
に
近
づ
か
な
い

○
牛
の
後
肢
側
面
に
立
た
な
い

○
牛
に
近
づ
く
の
を
伝
え
る

○
い
き
な
り
牛
体
に
触
れ
な
い

Ⅵ　

最
後
に

　

飼
養
し
て
い
る
牛
の
個
体
の
性
格
ま

で
把
握
し
て
い
る
酪
農
家
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
あ
ま
り
に
も
常
識
的
な
こ

と
で
す
が
、
法
人
の
従
業
員
な
ど
初
め

て
牛
と
接
す
る
人
は
理
解
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

牛
の
特

性
・
特
徴
を
理
解
し
て
、
普
段
か
ら
牛

と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
り
、
良
好
な

関
係
を
構
築
し
、
牛
の
ス
ト
レ
ス
軽
減

を
図
る
こ
と
で
、
事
故
の
発
生
の
減
少

や
作
業
効
率
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

穏
や
か
な
気
持
ち
で
牛
と
接
し
て
、

事
故
の
な
い
生
産
活
動
を
継
続
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　
　
　

は
こ
ち
ら
へ
→

農
作
業
安
全

表1 サイレージの発酵過程

急に近づくからビックリす
るでしょ！
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※Jミルクホームページより転載

そうめんの新定番

寒天ミルクそうめん

　

【作り方】
1.　寒天は１時間ほど水につけておく。
2.　鍋に牛乳を入れ、小さくちぎった寒天を加えて
火にかけ、しっかり煮溶かす。

3.　豆腐を裏ごししてボウルに入れ、２をざるに通
しながら加えて混ぜる。流し缶に入れ、氷水に
あてて冷やし固める。

4.　だしにAを加え、ひと煮立ちさせて冷ます。
5.　しょうがはすりおろす。青じそはせん切りにし、
水にさらして水けを絞る。

6.　しっかり固まった３を細く切り（天つきでついて
もよい）、器に盛って５をのせ、４を注ぐ。

今月のミルク
レシピ

材　料（２人分）
棒寒天…………………２/３本

牛乳…………………… 300ml

木綿豆腐……… １丁（350g）

だし…………………… 200ml

＜A＞

　うす口しょうゆ… 大さじ３

　みりん…………… 大さじ１

　砂糖……………… 小さじ２

しょうが………………… 15g

青じそ…………………… ２枚

おいしいポイント
寒天と豆腐でつくる風流
な“滝川豆腐”を牛乳で
つくります。そのままス
プーンですくって食べて
もOK。
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辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属
門脇ちか子 管 理 部 管理課経理電算係 金融共済部 本店共済課共済係兼共済推進係

佐藤　智恵 金融共済部 本店金融課金融係 購 買 部 生活課音別店係兼生産資材課音別店係

鼻和健太郎 金融共済部 本店融資課融資係 購 買 部 生産資材課鶴居店係兼生活課鶴居店係

村上　千春 金融共済部 幌呂支店金融共済課金融共済係 金融共済部 音別支店金融共済課金融共済係

矢部　哲也 金融共済部 白糠支店金融共済課長 金融共済部 白糠支店金融共済課長兼総務係長

髙井　佳美 金融共済部 白糠支店金融共済課融資係長兼総務係長 金融共済部 本店融資課融資係長

松本　典子 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係 営 農 部 音別営農課農業振興・支援係兼営農相談係

松井佑希菜 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係兼総務係 金融共済部 本店金融課金融係

金森　彰美 金融共済部 音別支店金融共済課金融共済係 金融共済部 幌呂支店金融共済課金融共済係

春日　　守 営 農 部 営農部長兼営農部農業支援課長 営 農 部 営農部長

鈴木　郁也 営 農 部 農業振興課長兼管理部融資審査課長 営 農 部 農業支援課長兼管理部融資審査課長

橘田　壮則 営 農 部 農業振興課農業振興係長 購 買 部 生産資材課白糠店係長

福澤　蓮太 営 農 部 農業支援課農業支援係 営 農 部 営農相談課営農相談係

田中　郁尚 営 農 部 営農相談課長 営 農 部 営農相談課長兼営農相談係長

行田　　望 営 農 部 営農相談課営農相談係長 営 農 部 営農相談課営農相談係

眞鍋　隆宏 営 農 部 営農相談課営農相談係 営 農 部 農業振興課農業振興係

鈴木　英智 営 農 部 音別営農課長 営 農 部 農業振興課長兼農業振興係長

髙野　早苗 営 農 部 音白酪農ヘルパー利用組合・乳牛検定組合合同事務局兼
音別営農課農業振興・支援係兼営農相談係 営 農 部 音白酪農ヘルパー利用組合・乳牛検定組合合同事務局兼

音別営農課農業振興・支援係

南條　正貴 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（音・白担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当）

位下　光広 畜産生産部 販売課長 畜産生産部 販売課長兼哺育育成センター係長

田中　淳一 畜産生産部 販売課販売係（鶴・幌担当）兼哺育育成センター係 購 買 部 生活課長

吉河　太成 畜産生産部 販売課販売係（鶴・幌担当） 営 農 部 農業支援課農業支援係

長屋　英俊 畜産生産部 販売課哺育育成センター係長 畜産生産部 販売課販売係長（鶴・幌担当）

田中　正則 畜産生産部 販売課幌呂育成牧場係長 畜産生産部 販売課幌呂育成牧場係

松井　宏篤 畜産生産部 販売課幌呂育成牧場係 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係長（音・白担当）

青山　　楓 購 買 部 生産資材課鶴居店係兼生活課鶴居店係 管 理 部 管理課経理電算係兼企画管理係

西塚　悠人 購 買 部 生産資材課鶴居店係兼生活課鶴居店係 営 農 部 農業振興課農業振興係

池田　直哉 購 買 部 生産資材課白糠店係長 金融共済部 白糠支店金融共済課融資係長兼金融共済係長

若狭　幸男 購 買 部 生産資材課音別店係長 購 買 部 生産資材課音別店係長兼燃料課音別給油所係長

大石　雅明 購 買 部 生活課長 営 農 部 音別営農課長

中野　優紀 購 買 部 生活課音別店係兼生産資材課音別店係 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係兼総務係

池田　雅利 購 買 部 燃料課長兼燃料課鶴居給油所係長 購 買 部 燃料課長

田村　貴之 購 買 部 燃料課白糠給油所係長 購 買 部 燃料課鶴居給油所係長

堀　　俊夫 購 買 部 燃料課音別給油所係長 購 買 部 燃料課白糠給油所係長

伊藤　敏弘 購 買 部 燃料課幌呂給油所係	 （準職員） 購 買 部 燃料課音別給油所係	 （準職員）

（令和４年６月20日付）
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介
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仁
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村
井
海
渡

大坂　博文
瀧澤　義一
松井　俊治

千葉　喜好 塩越　克哉
對木　範誉 成田　純哉

折笠　文則五十嵐政敏 学識経験理事
丹羽　　満 理　事　会 代表監事

齊藤　和弘
員外監事

寺下　信夫
常勤監事

石動　　稔監　事　会

総　　会

信用担当理事
丹 羽 　 満

管 理 部
部 長 長谷川　 隆

金融共済部
部 長 丹 羽 　 満

営　農　部
部 長 春 日 　 守

畜産生産部
部　長 安藤　隆幸
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・つぶやきコーナー

キ
リ
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リ

まちがいさがし 6月の答え

住所
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ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。
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ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　 なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき

ます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取っ
ていただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》2022年７月11日まで
　当選者の発表は７月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

・�もう少しで夏休みだー !!ずっと夏でい
てほしいー !!� （ハムハム）

・�６月なのにこの寒さ。一体いつまで続
くやら…� （いちママ）

・�春季ですネ。外を歩くのも良し、家庭
菜園も良し。太陽がもう少しあればい
いネ。
� （Ｍ.Ｓ）

・��開けた海、無常の風が波を呼ぶ。
� （Ｎさん）

今回の答えは７月号に掲載するよっ！！

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

２ 5 6 ７ 12５月号の答え

・ハムハム さん　・いちママ さん　・Ｍ・Ｓ さんおめでとうございます!! ５月号の当選者

2　ビルの高さが違う　　5　ボールがない　　6　ストローが短い　　
7　カメラのレンズが長い　　12　サンドイッチがかじられている

1 　 2 　 3 　 4

5 　 6 　 7 　 8

9 　 10 　11 　12

1 　 2 　 3 　 4

5 　 6 　 7 　 8

9 　 10 　11 　12

1 　 2 　 3 　 4

5 　 6 　 7 　 8

9 　 10 　11 　12

1 　 2 　 3 　 4

5 　 6 　 7 　 8

9 　 10 　11 　12

16

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～
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ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 早いもので今年も半分が終わりますが、まだ少し肌寒い日が続いております。気温も昨年と比べると上
がっていないのかなと個人的に感じています。
　 この時期は一番草の作業中だとおもいますので、体調管理をしっかりとして、事故なく作業が終わること
を祈っております。（山本）

■令和４年度 　生乳生産実績（４月）
月計乳量（kg）同月前年比（％）累計乳量（kg）累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 9,134,276.8 104.1 9,134,276.8 104.1
鶴居地区 3,424,935.4 103.7 3,424,935.4 103.7
幌呂地区 2,567,085.4 102.2 2,567,085.4 102.2
白糠地区 1,765,635.8 113.5 1,765,635.8 113.5
音別地区 1,376,620.2 97.9 1,376,620.2 97.9

管 内 計 45,132,478.7 101.4 45,132,478.7 101.4
（前年度管内計） 44,498,464.8 44,498,464.8
■令和４年度 　生乳生産実績（５月）

月計乳量（kg）同月前年比（％）累計乳量（kg）累計前年比（％）
ＪＡくしろ丹頂 9,616,220.0 102.4 18,750,496.8 103.2
鶴居地区 3,558,874.8 101.5 6,983,810.2 102.6
幌呂地区 2,696,595.6 100.4 5,263,681.0 101.2
白糠地区 1,866,975.3 111.6 3,632,611.1 112.5
音別地区 1,493,774.3 98.2 2,870,394.5 98.1

管 内 計 45,132,478.7 100.4 92,611,361.5 100.9
（前年度管内計） 44,498,464.8 91,808,283.7

理　事　会　報　告
４月定例理事会　令和４年５月２日（月曜日）

５月定例理事会　令和４年５月27日（金曜日）

報告事項　 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．３月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について 
５． 子会社の決算状況および監事の監査報告について

 付議事項　 
議案第１号　融資の承認について
議案第２号　不良債権の処理方針について　　　　

議案第３号　 子会社の令和４年度事業計画の策定に
ついて

議案第４号　 令和３年度畜産・酪農収益力強化整備
等特別対策事業（機械導入）の承認に
ついて

議案第５号　経済預け金の預入について
議案第６号　諸規程の一部変更について
　　　　　
その他協議事項　 
１．第16回通常総会の議事運営について 
２．当面の業務日程について

報告事項　 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．４月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．決算状況について

 付議事項　 
議案第１号　 専門委員会並びに関係団体等の委員・

役員の選任について
議案第２号　 常勤理事の事務引継に係る立会人について
議案第３号　 行政庁に提出する業務報告書及び連結

業務報告書について
議案第４号　 組合業務及び財産（連結含む）の状況

に関する情報開示について

議案第５号　 出資配当金に対する出資への増口について
議案第６号　 令和３年度畜産・酪農収益力強化整備

等特別対策事業（機械導入）の承認に
ついて

議案第７号　 定款第53条第２項に規定する理事の順
位について

その他協議事項　 
１． 春季地区懇談会および第16回通常総会における

意見・要望等について
２． 持続可能な【北海道農業・酪農畜産政策・価格対策】

の確立に向けた組織討議について
３． 根釧食肉センター建設に係る事業計画等について
４．当面の業務日程について
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５月臨時理事会　令和４年５月18日（水曜日）
付議事項　 

議案第１号　代表理事の選任について
議案第２号　 会長、組合長及び専務の選任について
議案第３号　信用担当理事の選任について

議案第４号　 退任理事に対する退職慰労金の支給
について

議案第５号　理事の報酬の配分について
議案第６号　使用人の退職事由の除外について
議案第７号　その他


